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文
責
は
各
会
派
に
あ
り
ま
す

会
派

意
見
の

　
平
成
30
年
度
の
決
算
は
、
29
年
度
に
比

べ
、
歳
入
で
は
法
人
市
民
税
が
減
収
し
た

う
え
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど

で
、
行
政
運
営
に
相
当
な
困
難
が
生
じ
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
国
・
府
の

補
正
予
算
措
置
に
的
確
に
対
応
し
、
財
源

の
活
用
を
図
り
つ
つ
、
緊
急
課
題
の
解
決

に
努
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
い
に
評
価
し

た
い
。
財
政
健
全
化
の
面
で
は
、
実
質
収

支
が
黒
字
、
単
年
度
収
支
、
実
質
単
年
度

収
支
は
赤
字
の
決
算
で
あ
る
が
、
庁
舎
建

て
替
え
な
ど
、
今
後
の
大
き
な
需
要
に
備

え
、
基
金
へ
の
積
立
て
を
し
た
結
果
で
あ

り
、
堅
実
な
財
政
運
営
の
取
り
組
み
も
高

く
評
価
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
内
外
の
経
済
情
勢
や
消
費
税
率
引
き

上
げ
の
影
響
な
ど
、
地
方
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
な
お
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
長
岡
天
神

駅
周
辺
整
備
な
ど
、
投
資
的
経
費
の
膨
ら

み
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の

増
大
が
、
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
大
き

な
懸
案
事
項
で
あ
る
。
市
長
に
は
、
健
全

な
財
政
運
営
と
安
定
し
た
市
民
生
活
を
め

ざ
し
て
、
引
き
続
き
緊
張
感
を
持
っ
た
市

政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

　
上
村
真
造
・
白
石
多
津
子
・
田
村
直
義

　

　
九
月
定
例
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
と
令
和
元
年
度
補

正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
決
算
に
お

い
て
、
歳
入
で
は
当
初
予
算
を
上
回
る
収

入
が
あ
り
、
歳
出
で
も
当
初
予
算
で
計
上

し
て
い
た
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
な
く
収
支
の
均
衡
を
図
り
、
実
質
収
支

が
７
億
７
千
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率
な
ど
財
政
健
全
化
法
に

基
づ
く
財
政
指
標
も
良
好
な
数
値
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
福
祉
・
医
療
・
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実
・
待
機
児
童
解
消
・
大

規
模
災
害
へ
の
備
え
・
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
増
え
続
け
る
社
会
保
障
給
付
費
等
を
、

限
り
あ
る
財
源
の
中
で
ど
う
賄
っ
て
い
く

の
か
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
ま
た
、
公
明
党
と
し
て
、
高
齢
者
の
安

全
運
転
支
援
と
移
動
手
段
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書
と
太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入

に
向
け
た
制
度
設
計
と
運
用
を
求
め
る
意

見
書
の
２
件
を
提
案
さ
せ
て
頂
き
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
公
明
党
は
、

小
さ
な
声
を
大
切
に
「
大
衆
と
と
も
に
」

の
立
党
精
神
を
根
本
に
、
全
力
で
働
い
て

参
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
福
島
和
人
・
山
本
智
・
石
井
啓
子

　

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
及
び
平
成
三
十
年
度
歳
入
歳
出
決

算
が
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
後
期
実
施
計
画
を
推
進
す
る
３
つ
の
戦

略
目
標
（
定
住
促
進
・
交
流
拡
大
・
ま
ち

の
新
陳
代
謝
）
の
実
現
へ
向
け
、
限
ら
れ

た
財
源
の
重
点
配
分
を
行
い
、
時
代
の
要

請
や
地
域
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
き
め

細
や
か
な
配
慮
の
中
で
、
必
要
な
施
策
の

推
進
が
図
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
国
内
外
の
経
済
・
社
会
情
勢
な
ど
、
地

方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
中
で
、
第
４
次
総
合
計
画
の
将
来

像
「
住
み
た
い
　
住
み
つ
づ
け
た
い
　
悠

久
の
都
　
長
岡
京
」
の
実
現
に
向
け
て
、

コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
や
資
産
の
有
効
活
用
、

公
平
・
公
正
な
税
負
担
の
実
現
、
市
民
と

の
協
働
や
民
間
の
力
も
活
用
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
丁
寧
な
対
話
と
、
職

員
の
方
々
と
と
も
に
難
局
を
乗
り
切
る
実

行
力
・
決
断
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　

　
市
民
や
各
種
団
体
・
議
会
等
か
ら
の
意

見
や
要
望
・
指
摘
事
項
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
十
分
に
精
査
・
検
証
し
て
頂
き
、
見

極
め
を
行
い
、
今
年
度
の
補
正
予
算
や
来

年
度
の
予
算
編
成
へ
と
繋
げ
て
頂
き
た
い
。

　
　
八
木
　
浩
　
小
野
洋
史
　
冨
岡
浩
史

　

「
ご
み
減
量
」
は
行
政
と
市
民
の
協
力
で

　
市
は
「
指
定
ご
み
袋
制
度
」
導
入
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。「
ご
み
削
減
目
標
達
成
が

厳
し
そ
う
」「
可
燃
ご
み
に
紙
や
プ
ラ
が
混

じ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す

が
、
削
減
目
標
や
到
達
度
合
、
分
別
方
法

の
周
知
が
そ
も
そ
も
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
で
は
、「
古

紙
回
収
の
回
収
機
会
の
拡
大
」「
事
業
所
へ

の
古
紙
回
収
普
及
」
な
ど
市
の
取
り
組
む

課
題
も
書
か
れ
て
お
り
、「
市
民
の
マ
ナ
ー
」

を
言
う
前
に
す
る
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
削
減
目
標
や
分
別
方
法
な
ど
も
っ
と
市

民
と
対
話
を
す
す
め
、『
減
量
が
進
め
ば
指

定
袋
は
導
入
し
な
い
』と
し
て
は
ど
う
か
」

と
提
案
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
消
費
税
増
税
が
強
行
さ
れ
、
市
は
下
水

道
使
用
料
値
上
げ
も
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

党
議
員
団
は
、
く
ら
し
を
守
る
論
戦
を
す

す
め
、「
保
育
無
償
化
」
に
よ
る
軽
減
よ
り

保
育
所
で
新
た
に
徴
収
さ
れ
る
副
食
費
負

担
が
重
く
な
る
世
帯
を
な
く
す
と
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。
75
歳
以
上
の
「
長
寿
検
診
」

は
施
設
入
所
者
が
対
象
外
で
す
が
、
今
後

の
検
討
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
府

営
水
道
値
下
げ
に
合
わ
せ
、
市
の
水
道
料

金
も
下
げ
よ
と
強
く
求
め
ま
し
た
。
　
　

　

　
九
月
議
会
で
は
昨
年
度
の
決
算
が
公
表

さ
れ
、
我
が
会
派
は
、
認
定
に
賛
成
し
ま

し
た
。
そ
の
理
由
は
、
国
が
定
め
た
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
算
定
と
公
表
を
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
の
四
指
標
に
つ
い
て
、
公
表
以
来
、

良
好
な
状
態
を
維
持
し
、
昨
年
度
の
決
算

も
引
き
続
き
良
好
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
に
お
い
て
は
、

新
庁
舎
の
建
設
を
は
じ
め
、
老
朽
化
し
て

い
る
公
共
施
設
の
更
新
・
維
持
管
理
や
、

阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
等
の
中
心
市
街
地

整
備
の
事
業
な
ど
を
、
間
近
に
控
え
て
い

ま
す
。
財
源
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
普
通

会
計
ベ
ー
ス
の
経
常
収
支
比
率
が
依
然
と

し
て
高
い
数
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
安
定
的
に
継
続
し

て
い
く
た
め
に
、
よ
り
柔
軟
な
財
政
構
造

を
確
立
し
て
い
く
よ
う
、
強
く
要
望
い
た

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
各
決
算
分
科
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管

す
る
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
具
体
的
な

指
摘
や
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
　
綿
谷
正
已
・
進
藤
裕
之
・
冨
田
達
也

　
　
　
　
　
　
宮
小
路
康
文
・
大
伴
雅
章

　

　
平
成
30
年
度
決
算
は
、
歳
入
総
額
２
９

２
億
円
、
歳
出
総
額
２
８
２
億
円
、
歳
入

歳
出
差
引
額
が
約
10
億
円
の
黒
字
決
算
で

し
た
。
一
方
、
単
年
度
収
支
で
は
、
約
１

億
円
の
赤
字
に
な
り
、
市
債
は
３
１
３
億

円
を
超
え
、
市
税
収
入
は
微
減
、
財
政
調

整
基
金
は
29
億
円
で
し
た
。
　
　
　
　
　

　
今
後
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会
に
備
え
る

べ
く
、
長
期
的
な
市
政
運
営
が
、
よ
り
一

層
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
増
加
す
る

社
会
保
障
費
に
対
し
、
税
収
が
減
る
将
来

を
見
据
え
た
上
で
の
戦
略
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
各
事
業
に
お
い
て
、
今
後
も
、
収

支
改
善
を
徹
底
し
て
行
い
、
ま
た
、
公
共

施
設
の
再
編
整
備
に
つ
い
て
も
、
例
外
な

く
統
廃
合
を
進
め
、
乙
訓
地
域
で
連
携
で

き
る
施
設
や
資
産
に
つ
い
て
は
、
連
携
も

視
野
に
入
れ
、
近
隣
自
治
体
に
働
き
か
け

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　

　
今
後
本
市
で
は
、
庁
舎
建
替
え
、
公
共

施
設
再
編
整
備
、
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備

事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
具
体
化
し
て

い
き
ま
す
。
一
方
で
、
そ
れ
ら
未
来
へ
の

投
資
に
対
し
て
、
い
か
に
財
源
を
確
保
す

る
か
を
見
極
め
、
今
後
も
強
く
提
言
す
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
西
條
利
洋
　
小
谷
宗
太
郎

　

　
私
た
ち
は
、
平
成
30
年
度
決
算
が
適
正

に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
認

定
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
で
は
、
10
月
か

ら
３
〜
５
歳
児
を
対
象
に
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
に
向
け
た
子
育
て
支
援
策
の

充
実
等
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
　

　
府
道
伏
見
柳
谷
高
槻
線
の
整
備
に
つ
い

て
、
火
ノ
尾
交
差
点
周
辺
の
安
全
対
策
や

鈴
谷
地
区
か
ら
山
間
部
の
道
路
拡
幅
を
促

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
庁
舎
建
設
工
事
に

よ
る
第
二
駐
車
場
の
利
用
増
や
来
庁
者
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
小

学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
全
面
実
施
の
準
備
に
関
す
る
具
体

的
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
球

温
暖
化
対
策
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

等
に
つ
い
て
の
取
組
強
化
や
地
域
循
環
共

生
圏
の
考
え
方
を
提
案
し
ま
し
た
。
　
　

　
私
た
ち
は
、
今
後
も
身
近
な
課
題
解
決

に
取
り
組
み
、
各
施
策
の
的
確
な
推
進
を

図
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
、
明
智
光
秀
主
役

の
大
河
ド
ラ
マ
放
映
開
始
が
間
近
に
迫
り
、

勝
龍
寺
城
等
の
Ｐ
Ｒ
機
会
も
増
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
、

市
民
や
関
係
団
体
が
連
携
し
、
ふ
る
さ
と

意
識
の
醸
成
を
図
る
事
業
等
を
進
め
ま
す
。

　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司
・
寺
嶋
智
美

　



長岡京市議会だより　No.226 6長岡京市議会だより　No.2267

文
責
は
各
会
派
に
あ
り
ま
す

会
派

意
見
の

　
平
成
30
年
度
の
決
算
は
、
29
年
度
に
比

べ
、
歳
入
で
は
法
人
市
民
税
が
減
収
し
た

う
え
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど

で
、
行
政
運
営
に
相
当
な
困
難
が
生
じ
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
国
・
府
の

補
正
予
算
措
置
に
的
確
に
対
応
し
、
財
源

の
活
用
を
図
り
つ
つ
、
緊
急
課
題
の
解
決

に
努
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
い
に
評
価
し

た
い
。
財
政
健
全
化
の
面
で
は
、
実
質
収

支
が
黒
字
、
単
年
度
収
支
、
実
質
単
年
度

収
支
は
赤
字
の
決
算
で
あ
る
が
、
庁
舎
建

て
替
え
な
ど
、
今
後
の
大
き
な
需
要
に
備

え
、
基
金
へ
の
積
立
て
を
し
た
結
果
で
あ

り
、
堅
実
な
財
政
運
営
の
取
り
組
み
も
高

く
評
価
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
内
外
の
経
済
情
勢
や
消
費
税
率
引
き

上
げ
の
影
響
な
ど
、
地
方
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
な
お
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
長
岡
天
神

駅
周
辺
整
備
な
ど
、
投
資
的
経
費
の
膨
ら

み
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の

増
大
が
、
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
大
き

な
懸
案
事
項
で
あ
る
。
市
長
に
は
、
健
全

な
財
政
運
営
と
安
定
し
た
市
民
生
活
を
め

ざ
し
て
、
引
き
続
き
緊
張
感
を
持
っ
た
市

政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

　
上
村
真
造
・
白
石
多
津
子
・
田
村
直
義

　

　
九
月
定
例
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
と
令
和
元
年
度
補

正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
決
算
に
お

い
て
、
歳
入
で
は
当
初
予
算
を
上
回
る
収

入
が
あ
り
、
歳
出
で
も
当
初
予
算
で
計
上

し
て
い
た
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
な
く
収
支
の
均
衡
を
図
り
、
実
質
収
支

が
７
億
７
千
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率
な
ど
財
政
健
全
化
法
に

基
づ
く
財
政
指
標
も
良
好
な
数
値
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
福
祉
・
医
療
・
子
育
て
支

援
・
教
育
の
充
実
・
待
機
児
童
解
消
・
大

規
模
災
害
へ
の
備
え
・
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
増
え
続
け
る
社
会
保
障
給
付
費
等
を
、

限
り
あ
る
財
源
の
中
で
ど
う
賄
っ
て
い
く

の
か
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
ま
た
、
公
明
党
と
し
て
、
高
齢
者
の
安

全
運
転
支
援
と
移
動
手
段
の
確
保
を
求
め

る
意
見
書
と
太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入

に
向
け
た
制
度
設
計
と
運
用
を
求
め
る
意

見
書
の
２
件
を
提
案
さ
せ
て
頂
き
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
公
明
党
は
、

小
さ
な
声
を
大
切
に
「
大
衆
と
と
も
に
」

の
立
党
精
神
を
根
本
に
、
全
力
で
働
い
て

参
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
福
島
和
人
・
山
本
智
・
石
井
啓
子

　

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
及
び
平
成
三
十
年
度
歳
入
歳
出
決

算
が
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
後
期
実
施
計
画
を
推
進
す
る
３
つ
の
戦

略
目
標
（
定
住
促
進
・
交
流
拡
大
・
ま
ち

の
新
陳
代
謝
）
の
実
現
へ
向
け
、
限
ら
れ

た
財
源
の
重
点
配
分
を
行
い
、
時
代
の
要

請
や
地
域
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
き
め

細
や
か
な
配
慮
の
中
で
、
必
要
な
施
策
の

推
進
が
図
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
国
内
外
の
経
済
・
社
会
情
勢
な
ど
、
地

方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
中
で
、
第
４
次
総
合
計
画
の
将
来

像
「
住
み
た
い
　
住
み
つ
づ
け
た
い
　
悠

久
の
都
　
長
岡
京
」
の
実
現
に
向
け
て
、

コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
や
資
産
の
有
効
活
用
、

公
平
・
公
正
な
税
負
担
の
実
現
、
市
民
と

の
協
働
や
民
間
の
力
も
活
用
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
丁
寧
な
対
話
と
、
職

員
の
方
々
と
と
も
に
難
局
を
乗
り
切
る
実

行
力
・
決
断
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　

　
市
民
や
各
種
団
体
・
議
会
等
か
ら
の
意

見
や
要
望
・
指
摘
事
項
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
十
分
に
精
査
・
検
証
し
て
頂
き
、
見

極
め
を
行
い
、
今
年
度
の
補
正
予
算
や
来

年
度
の
予
算
編
成
へ
と
繋
げ
て
頂
き
た
い
。

　
　
八
木
　
浩
　
小
野
洋
史
　
冨
岡
浩
史

　

「
ご
み
減
量
」
は
行
政
と
市
民
の
協
力
で

　
市
は
「
指
定
ご
み
袋
制
度
」
導
入
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。「
ご
み
削
減
目
標
達
成
が

厳
し
そ
う
」「
可
燃
ご
み
に
紙
や
プ
ラ
が
混

じ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す

が
、
削
減
目
標
や
到
達
度
合
、
分
別
方
法

の
周
知
が
そ
も
そ
も
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
で
は
、「
古

紙
回
収
の
回
収
機
会
の
拡
大
」「
事
業
所
へ

の
古
紙
回
収
普
及
」
な
ど
市
の
取
り
組
む

課
題
も
書
か
れ
て
お
り
、「
市
民
の
マ
ナ
ー
」

を
言
う
前
に
す
る
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
削
減
目
標
や
分
別
方
法
な
ど
も
っ
と
市

民
と
対
話
を
す
す
め
、『
減
量
が
進
め
ば
指

定
袋
は
導
入
し
な
い
』と
し
て
は
ど
う
か
」

と
提
案
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
消
費
税
増
税
が
強
行
さ
れ
、
市
は
下
水

道
使
用
料
値
上
げ
も
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

党
議
員
団
は
、
く
ら
し
を
守
る
論
戦
を
す

す
め
、「
保
育
無
償
化
」
に
よ
る
軽
減
よ
り

保
育
所
で
新
た
に
徴
収
さ
れ
る
副
食
費
負

担
が
重
く
な
る
世
帯
を
な
く
す
と
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。
75
歳
以
上
の
「
長
寿
検
診
」

は
施
設
入
所
者
が
対
象
外
で
す
が
、
今
後

の
検
討
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
府

営
水
道
値
下
げ
に
合
わ
せ
、
市
の
水
道
料

金
も
下
げ
よ
と
強
く
求
め
ま
し
た
。
　
　

　

　
九
月
議
会
で
は
昨
年
度
の
決
算
が
公
表

さ
れ
、
我
が
会
派
は
、
認
定
に
賛
成
し
ま

し
た
。
そ
の
理
由
は
、
国
が
定
め
た
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
算
定
と
公
表
を
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
の
四
指
標
に
つ
い
て
、
公
表
以
来
、

良
好
な
状
態
を
維
持
し
、
昨
年
度
の
決
算

も
引
き
続
き
良
好
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
に
お
い
て
は
、

新
庁
舎
の
建
設
を
は
じ
め
、
老
朽
化
し
て

い
る
公
共
施
設
の
更
新
・
維
持
管
理
や
、

阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
等
の
中
心
市
街
地

整
備
の
事
業
な
ど
を
、
間
近
に
控
え
て
い

ま
す
。
財
源
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
普
通

会
計
ベ
ー
ス
の
経
常
収
支
比
率
が
依
然
と

し
て
高
い
数
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
安
定
的
に
継
続
し

て
い
く
た
め
に
、
よ
り
柔
軟
な
財
政
構
造

を
確
立
し
て
い
く
よ
う
、
強
く
要
望
い
た

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
各
決
算
分
科
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管

す
る
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
具
体
的
な

指
摘
や
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
　
綿
谷
正
已
・
進
藤
裕
之
・
冨
田
達
也

　
　
　
　
　
　
宮
小
路
康
文
・
大
伴
雅
章

　

　
平
成
30
年
度
決
算
は
、
歳
入
総
額
２
９

２
億
円
、
歳
出
総
額
２
８
２
億
円
、
歳
入

歳
出
差
引
額
が
約
10
億
円
の
黒
字
決
算
で

し
た
。
一
方
、
単
年
度
収
支
で
は
、
約
１

億
円
の
赤
字
に
な
り
、
市
債
は
３
１
３
億

円
を
超
え
、
市
税
収
入
は
微
減
、
財
政
調

整
基
金
は
29
億
円
で
し
た
。
　
　
　
　
　

　
今
後
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会
に
備
え
る

べ
く
、
長
期
的
な
市
政
運
営
が
、
よ
り
一

層
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
増
加
す
る

社
会
保
障
費
に
対
し
、
税
収
が
減
る
将
来

を
見
据
え
た
上
で
の
戦
略
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
各
事
業
に
お
い
て
、
今
後
も
、
収

支
改
善
を
徹
底
し
て
行
い
、
ま
た
、
公
共

施
設
の
再
編
整
備
に
つ
い
て
も
、
例
外
な

く
統
廃
合
を
進
め
、
乙
訓
地
域
で
連
携
で

き
る
施
設
や
資
産
に
つ
い
て
は
、
連
携
も

視
野
に
入
れ
、
近
隣
自
治
体
に
働
き
か
け

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　

　
今
後
本
市
で
は
、
庁
舎
建
替
え
、
公
共

施
設
再
編
整
備
、
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備

事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
具
体
化
し
て

い
き
ま
す
。
一
方
で
、
そ
れ
ら
未
来
へ
の

投
資
に
対
し
て
、
い
か
に
財
源
を
確
保
す

る
か
を
見
極
め
、
今
後
も
強
く
提
言
す
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
西
條
利
洋
　
小
谷
宗
太
郎

　

　
私
た
ち
は
、
平
成
30
年
度
決
算
が
適
正

に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
認

定
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
で
は
、
10
月
か

ら
３
〜
５
歳
児
を
対
象
に
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
に
向
け
た
子
育
て
支
援
策
の

充
実
等
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
　

　
府
道
伏
見
柳
谷
高
槻
線
の
整
備
に
つ
い

て
、
火
ノ
尾
交
差
点
周
辺
の
安
全
対
策
や

鈴
谷
地
区
か
ら
山
間
部
の
道
路
拡
幅
を
促

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
庁
舎
建
設
工
事
に

よ
る
第
二
駐
車
場
の
利
用
増
や
来
庁
者
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
小

学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
全
面
実
施
の
準
備
に
関
す
る
具
体

的
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
球

温
暖
化
対
策
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

等
に
つ
い
て
の
取
組
強
化
や
地
域
循
環
共

生
圏
の
考
え
方
を
提
案
し
ま
し
た
。
　
　

　
私
た
ち
は
、
今
後
も
身
近
な
課
題
解
決

に
取
り
組
み
、
各
施
策
の
的
確
な
推
進
を

図
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
、
明
智
光
秀
主
役

の
大
河
ド
ラ
マ
放
映
開
始
が
間
近
に
迫
り
、

勝
龍
寺
城
等
の
Ｐ
Ｒ
機
会
も
増
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
、

市
民
や
関
係
団
体
が
連
携
し
、
ふ
る
さ
と

意
識
の
醸
成
を
図
る
事
業
等
を
進
め
ま
す
。

　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司
・
寺
嶋
智
美

　


